
な研究しています」
茅野市職員苦手3人

考古学に関するそれぞれの研究の成果を発表する茅野市職
員の（左から）菅井佳穂さん、吉村璃来さん、上野楓さん

日ん日ん
には　、は
行9上8
う月野月027さ30

穎
碩
配
2
■
6
日
か
ら
成
果
発
表

大
学
で
考
古
学
を
専
攻
し
た
茅
層
市
の
加
代
の
若
手
職
員
3
人
が
、
縄
文
時
代
の
文
化
や
生
活
に

つ
い
て
、
学
生
時
代
か
ら
現
在
も
興
味
を
持
っ
て
取
り
組
む
調
査
、
研
究
の
成
果
を
、
そ
れ
ぞ
れ
2
6

日
か
ら
9
月
思
け
て
市
尖
石
縄
文
考
古
館
で
発
表
す
る
。
同
館
は
、
若
い
う
ち
か
ら
自
身
の
研
究

を
一
般
の
人
に
話
す
場
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
や
考
古
学
に
関
心
を
持
つ
人
に
若
い
職
員
が

こ
ん
な
研
究
を
し
て
い
る
と
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
し
た
い
と
企
画
し
た
。
　
（
手
塚
洋
一
）

3
人
は
教
育
委
員
会
文
化
財
課

文
化
財
係
の
吉
村
璃
来
さ
ん

（
2
7
）
、
商
工
課
商
業
労
政
係
の
菅

井
佳
穂
さ
ん
（
苔
、
文
化
財
課
考

古
館
係
の
上
野
楓
さ
ん
（
召
。
発

表
は
「
今
、
私
た
ち
は
こ
う
い
う

調
査
・
研
究
を
し
て
い
ま
す
⊥

の
タ
イ
ト
ル
で
、
吉
村
さ
ん
は
2
6

日
、
菅
井
さ

三
人
三
様
の

視
点
か
ら
縄

文
時
代
を
掘

り
下
げ
る
。

吉
村
さ
ん

は
、
八
ヶ
岳

山
麓
で
は
縄

文
中
期
に
は

多
く
の
人
々

が
暮
ら
し
な

が
ら
、
出
土

し
て
今
年
で

2
5
年
の
国
宝

土
偶
「
仮
面
の
女
神
」
が
作
ら
れ

た
と
さ
れ
る
縄
文
後
期
前
半
を
境

に
、
人
の
数
が
大
き
く
減
っ
て
い

く
隈
の
葬
式
や
墓
を
テ
ー
マ
に
語

る
。
「
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な

っ
て
い
く
時
期
の
、
死
生
観
を
共

有
す
る
集
団
の
文
化
の
最
後
に
関

し
て
お
話
し
で
き
れ
ば
」
と
準
備

を
進
め
て
い
る
。
仮
面
の
女
神
と

と
も
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
土
器

8
点
に
つ
い
て
も
触
れ
る
予
定
。

菅
井
さ
ん
は
、
弥
生
時
代
と
の

境
の
縄
文
後
晩
期
に
種
類
が
多
様

化
す
る
墓
を
焦
点
に
、
墓
の
向
き

や
向
き
の
意
味
に
傾
向
が
見
え
る

か
調
べ
て
い
た
研
究
を
発
表
し
た

い
と
し
て
い
る
。
「
死
は
（
誰
に

で
も
訪
れ
る
）
人
生
の
ゴ
ー
ル
」

と
捉
え
、
「
死
に
対
し
て
も
っ
と

ポ
ッ
プ
に
考
え
ら
れ
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。

上
野
さ
ん
は
、
弥
生
時
代
に
入

る
と
作
ら
れ
な
く
な
る
直
前
の
、

縄
文
終
末
期
の
土
偶
に
つ
い
て

の
研
究
を
紹
介
し
た
い
考
え
。
土

偶
は
ほ
と
ん
ど
が
破
片
で
出
土

す
る
状
態
で
研
究
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
や
、
一
般
的
に
知
ら
れ
て

い
る
縄
文
中
期
や
晩
期
初
め
の
土

偶
と
は
違
っ
た
時
期
の
様
子
を

「
伝
え
ら
れ
た
ら
」
と
力
を
込
め

る

。

　

サ

い
ず
れ
の
日
も
時
間
は
午
後
1

時
3
0
分
か
ら
。
螢
講
無
料
（
資
料

が
あ
る
場
合
は
資
料
代
1
0
0

円
。
資
料
を
購
入
し
な
く
て
も
撃

講
で
き
る
）
。
館
内
の
展
示
を
鑑
賞
■

す
る
に
は
観
覧
料
が
必
要
。
受
講

申
し
込
み
は
不
要
で
、
定
員
は
当

日
先
着
5
0
人
。
問
い
合
わ
せ
は
同

館
（
電
話
0
2
6
6
・
7
6
・
2

2
7
0
）
へ
。
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